
38.湖北地方の

縄文時代遺跡、

従来途方からの流入品として、あまり霊視されて

いなかった縄文時代の低地位遺跡が、近年西日本に必

いてその発見例が地加しつつあり、その重要性によう

やく目が向けられてきている。湖北地方においては、

湖北町尾上地先の湖底遺跡、米原町入江肉湖遺跡等著

名刺底地位遺跡が存在する。殺近、これらに加え、新

たな資料を得ている。断片的ではあるが以下に紹介し

ておく。(図 1・2) 

1 余呉町柳が瀬断層厳出土縄文式土器

低I也性遺跡ではないが、余呉町柳が瀬の余呉)11東洋、
柳が減1断層溢から小片ばかり 5点が採集された.周辺

はV字谷で、平t息地li見当らず、また、旧北陸線付近

で、出土状態にはやや難点がある。ともかく、 5点は厚

きが:J1 cmの厚手のものと O.5c閉め簿手のものとがあリ、

厚手のもののうち 2点に斜縄文が認められる。およそ

中期頃のものであろう(I週3-1・2)。

2 余呉;濁;湖底出土縄文式土器

余呉羽湖北辺の湖j熔(現水図)から掬j中にかけて、以

前から縫没uの存在

することが知られて

いたが、ょのたぴ、

r&水対策事業による

水位低下を総定し、

湖底滋没林保継のた

めの官延長手段工事が築

総された。その際、

鹿没林l本が議録縫

下に埋もれることに

なったため、サンプ

リングを兼ねて引き

上げられた。

ここで紹介する資

料は、引きょげの時

に、思没林にイ寸泊し

ていた泥土中にあっ

たもので、余呉湖底

にも7kli託遺跡が存在 図l
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していたことを初めて明らかにしたものである。土器量

片は 2 点あリ、うち 1 点 1;1:深鉢~畿で、黒褐色を皐し、

整鍬で、胎土に雲母片、砂椴を含んでいる。文様は、

三本単位の沈織を配する構成である(函 3-3) .こ

れは、滋~皐 I 式あるいは II 式に認められる文様構成

で、およそ晩期初頭に比定できる。他{立、施文はない

が、外商にアナグラ属の二枚貝による条痕が見られる

(図 3-4)。二枚貝による条痕を施す手法は、滋賀

~1I式以降に認められるといわれ、前者と同様の時期

のものであろう。色調・胎土 ・焼成とも前者と問機で

ある.鹿没林引き上げの祈りには、これら土器片とと

もに、クルミとトチの笑がお土している。クルミに成

然していないものがあり、 トチの実に厚い采皮がある

ところから、当地に繁茂していた可能性がある。

3 近江町法勝寺遺跡出土縄文式土器

法勝寺遺跡は白鳳時代から平安時代にかけて存続し

たとされる寺院跡で、その下層には古式土防総を出土

する包含廊の存在が石穫量草されている。最近、倉目立主I!iilt

に伴う事前開査を築地したが、この包含層付近ょっ、

縄文式土器片が4点出土した。いずれも胎土に砂粒を

含み、竪級で、うち 3点に、長径8m問、短径3-4mm 

の大粒の締円形事p型文が施されている(図 3ー 5-7)。

図2 長浜市内縄文時代遺跡(I -9・衰のNo.にー

致)、法勝寺遺跡 (A)位置図



1-態 1-織・4紳 ・-翻;ザ 1 ~ 2 闘精餅;' 協 6

f議還 {号
完す告主主こ3はごと

可縛型炉s ~ 10畑

図 3 湖北地方出土縄文式土総(1・2一柳ケ灘、 3・4ー余呉湖i湖底、 5-7一法勝寺遺跡) 可 l 
これは和歌山県田辺市高山岩手民械を様式とする高山 磨消縄文の技法と4判長工具による沈線で絡す深鉢等が F 

若手式の特徴で、早期前半のもので、湖北地方のよの時 知られている.

期のものとしては、これに先行する機位2皆様施文の山 後期に入ると、川崎遺跡{字坂図町地区)において

形抑型文土器を出す尾上湖底遺跡が知られているにす 浅鉢の口録音Zが 1点知られる。また、時期は不明であ

~ない. るが後期頃のものといわれる荷額石斧(独鈷お)を出

(以上、これら遺物の策定を平安博物館波辺総氏に 土した白幡滋跡を犠11ておしこの方斧は瓜色粘板告

依車If{した.ζ こに記してJ!tt:lY.を泳します.) 製のものであるという.この類の::t'i1fli西日本では緩

(問中勝弘) めて類例が少ないといわれ、県内においても他に木内

4 長浜市内の縄文時代遺跡 石平!日成品中に高尚君sの山中にて出土したといわれる

袋浜市内における縄文文化の初現は、和歌山県中期 ものが1点伝わるのみである.

初頭の111嶋式土器を出土した川崎遺跡(字』反岡町地区) 晩期に入ると遺跡数も土器の出土量も格段に増加す

十m町.iI~事(字丁の町 ・ 西尾地区)に求めるよとがで る.1貧跡としてli十隻1fT遺跡(字八のiift・十五町岡地

きょう.これらの土器は、いずれも細1すであり、いず 区}、川崎遺跡(川崎町字坂田町、ロ分図町三子高長毘両

れも顕織に学月状の瓜形文を施すむのである しかし、 地区)、宮司遺跡(宮司首T!:f*谷寺)の計5ヶ所をIt:え

これら中期初頭と認められるiI物は絶対数が少なく、 る.また、これらの遺跡から出土した晩期土総のほと

i商法跡においても各 1点、計2点を数えるのみである。 んどが東海地)jにおける晩期後半期にその主体がおけ

次に中Jtll後半頃のものと思われる土総が比較的まと るようで、形態および乎法上の特徴により、それぞれ

まって出土した柳町遺跡 (~4 )では、口総郁に;縦長 同地方の五幻滅式から)J;見塚式、総王式に去る各形式

仰向で区附した内部に綾杉文、その下位に下~文を、 iこ相対的に位置付けることが可能である.すなわち、
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川崎遺跡(川崎町字坂悶町地区)からは、太い笑併に

広〈深い庄痕文をめぐらした、日月らかに鳥見城まえの特

徴をそなえた土器のほかに、内傾する口頭部の外商に

組い粂痕を斜位に施す盛正式の土若草を出土している.

十泉町遺跡(字八の坪地区) (図 5)では、① (ml

5 -1 )は担軽鉢であるが、細目で絞め鋭い突帯に巡統

刺突文をめぐらし、五策森式の特徴を有する。また、

(2)(ml5-2)は、ロ綾部および胸部との境に Z条の

やや太めの突帯をめぐらす。五~.森式の特徴である。

また、この土器{主、 2条の突待問の空間に不定形の波

形の沈線文を施す。③(図 5-3 )は、やはり深鉢で

あるが、口線務~および胸部との境とに稜の鋭い突幣を

はりつけ、それぞれ巡統刺突文をめぐらす。同じく五

1t森式に相当するものと忽われる。@(図 5-4 )は、

太めの突平野に深〈広い抑圧文を施し、鳥見塚に相当す

るものと忽われる.以上の之総は、いわゆる級車4土器

に属するものであるが、このほかに精製土器に属する

ものも出土している。⑤(図 5-5 )は、 i支鉢形の土

器であるが、外商口頭部近くに肉の厚い浮線網状文を

織す.胎土lま前者に比して級密であり、っくりも丁$

であるが、告*a安福lま特に研熔された歯車跡は認められず、

ざらつく。半精製とでもすべきであろうか。色痢li褐

灰色を呈する。!為見塚出土のものに類似品が総められ

る。

十翠町巡跡(字十五町地区) (図6)のものは、⑥

(図 6-16)がロ綾部にむかうに従って径が小さくな

る宣言形土様である。口総音ISおよび胸部との筑とに 2条

の失宇野がめぐり迷続車1)突文を絡す。色調Ij1!J，色を呈し、

似状の工具で総〈総表簡をかいているのみであるが、

6 
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光沢を有する。ロ縁部および胸部との境とに突僚をは

リつけjJt統制突文を施す。五Jlt様式に相当するものと

忽われる.

宮司遺跡(宮司町字東谷寺) (図6)では、⑦(図

6 -6)が、制〈て綾の鋭いはりつけ突嫌に迷統刺突

文を施す。五3有森式に相当すると恩われる。嘩ゆ(図

6 -3・4)、⑪C渇⑬(図6-8-11)は、太めの

はりつけ突宇野をめぐらし、指による広〈浅い抑圧文を

施す。鳥見塚に相当するか。以上の粗製土君主と共に十

星術遺跡(字八ノ路地区)問機精製土着手が出土してい

る。⑬⑮(図 6-14・15)li、i実鉢である。続表面l立

研溶きれ議色を呈する。八の坪地区問機浮線網状文を

施すが、前者に比して施文方法がやや退化しており、

沈線をめぐらすことにより網状文を浮き上がらせる手

法をとる.

川崎遺跡(口分間町字南長屋地区) (図 5)のもの

は、胎土が非常に糊1< 、総表部に~l方向の粗い削条痕
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図4 柳町透跡(1 -10)出土縄文式土器



i主、湖北地方における他の縄文遺跡と比較し f:..t.易会、 に立地する.この立地条件の籾途と従米のiI物の少な

その立地条件が若し〈相itlすることがeめられる.す さから、長浜平野においては、縄文文化の定着はなか

なわち、浅弁IJlI:.醐遺跨が線高約 198m、山東町番の ったとするのが大方の:0:見であった.しかし、この数

面II勝が 175-185m、(Jt吹町杉沢遺跡が 180m、悶 王手米の鋼牽害事によ')iI物の発見が、特に使紛について

高森遺跡が 160m、同伊吹遺跡が 3∞m、木之本町111 Iま噌1mしてJ;1)、長iA平野に必ける縄文文化の定着に

合遺修が 2∞m付近、 r，i):lj儲lI'専が 130m等その他の ついて辻、生産基鎗の問題も含めてJ育たな観.dで見"i.

iI'事む含めてそのほとんどが山腐、丘陵部、悶tt.池上 さなければならないものと思わtlる. (手illlc.良佐}
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遺跡(6 )出土縄文式土器
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出土縄文式土緑
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